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３
月
は
自
殺
者
が
最
も
多
い
月
で
す

　

市
で
は
、
年
間
お
お
よ
そ
20
人
が
自
殺
に

よ
り
尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
40

歳
か
ら
60
歳
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
の
自
殺

割
合
が
高
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
は
進
学
や
就
職
、
職
場
の
配

置
転
換
な
ど
で
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
心
が
不
安
定
に
な
る
た
め
、
全
国
的
に

も
最
も
自
殺
が
多
く
発
生
す
る
月
で
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
は
、
９
月
の
自
殺
対
策
推
進
月
間
と

３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
併
せ
て
、
自

殺
予
防
に
対
す
る
啓
発
普
及
の
た
め
、
市
内

で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
職
員
が
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用

し
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
行
っ
た
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
市
内
の
コ
ン
ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

ご
協
力
い
た
だ

き
、
朝
の
出
勤
時

間
に
合
わ
せ
て
、

５
０
０
枚
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配

布
。
皆
さ
ん
の
反

応
は
、「
若
い
人

が
亡
く
な
る
の
は

　

災
害
時
に
お
い
て
被
災
し
た
下
水
道
施
設

の
迅
速
な
復
旧
を
目
的
に
、
１
月
22
日
㈪
、

日
本
下
水
道
事
業
団
と
、
県
内
自
治
体
で
は

初
め
て
と
な
る
『
災
害
支
援
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

日
本
下
水
道
事
業
団
は
、
下
水
道
に
卓
越

し
た
知
識
や
技
術
を
持
つ
ほ
か
、
熊
本
地
震

な
ど
で
も
災
害
復
旧
支
援
に
あ
た
り
施
設
の

維
持
・
管
理
、
復
旧
に
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
し
て
い
る
地
方
共
同
法
人
で
す
。

　

今
回
の
締
結
式
は
、
日
本
下
水
道
事
業
団

で
は
全
国
初
と
な
る
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
い
、
市
役
所
と
東
京
の
日
本
下
水
道
事
業

団
本
社
を
中
継
し
、
事
業
団
役
員
も
見
守
る

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
、高
橋
市
長
は「
下

水
道
施
設
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
、
災
害
時

に
は
市
民
の
安
全
・

安
心
が
最
優
先
と

な
り
ま
す
。
知
識
、

技
術
力
の
優
れ
た

日
本
下
水
道
事
業

団
と
い
う
頼
も
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
が

で
き
て
大
変
心
強

い
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

続
い
て
、
日
本

下
水
道
事
業
団
の

悲
し
い
ね
」「
市
で
も
、
こ
う
い
う
活
動
を

し
て
い
る
の
か
」「
新
潟
県
は
住
み
よ
い
県

第
２
位
な
の
に
、
自
殺
は
多
い
の
？
」
な
ど

の
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

身
近
な
人
の
異
変
に
気
づ
こ
う

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
皆
さ
ん
が
、
家
族
や
職
場
の
同
僚
、
学

校
の
友
人
な
ど
の
異
変
に
気
づ
き
、
ま
ず
は

話
を
聞
く
こ
と
で
す
。
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ

る
人
が
、
元
気
が
な
い
、
い
つ
も
と
様
子
が

違
う
な
ど
の
変
化
が
現
れ
た
ら
、
声
を
か
け

悩
み
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
状
況
に

よ
り
、
医
療
機
関
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の

専
門
家
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
気
づ
き
が
、
大
切
な
人
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
24
時
間
相
談
窓
口
】

○
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
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○
い
の
ち
の
電
話

　

☎
53
‐
４
３
４
３

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

辻
原
俊
博
理
事
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
災
害
時
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
一
番
重
要

で
す
が
、
市
町
村
の
職
員
は
い
ろ
い
ろ
な
業

務
で
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

復
旧
対
応
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
我
々
下
水
道

事
業
団
が
、
迅
速
な
災
害
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
公
共
下
水
道
の
維
持
・
修
繕
工

事
や
災
害
時
の
復
旧
工
事
な
ど
は
、
管
理
者

（
市
長
）
の
承
認
を
受
け
て
か
ら
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
法
の
規
定
に

基
づ
き
管
理
者
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

復
旧
工
事
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
迅
速
な
災

害
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

下
水
道
課
管
理
業
務
室

　

☎
66
‐
６
１
９
２

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

皆
さ
ん
の
気
づ
き
が
大
切
な
人
の
命
を
守
る

県
内
初
！
日
本
下
水
道
事
業
団
と

災
害
支
援
協
定
を
締
結

▲市長と辻原理事長（右）
動画あり




